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 シグナルとしての属性

 組織名（所属）

 性別

 肩書き

 学年

 その他

 ステレオタイプの形成
 ○○と言えば…；お約束のパターン

イメージを形成するシグナル



2

3|14

keio university fklab

エゴグラム

J. M. デュセイ：エゴグラム（性格分析
法）

人にはそれぞれ５つの心がある
批判的な親心（Critical Parent）

養育的な親心（Nurturing Parent）

理性的な大人の心（Adult）

自由な子供の心（Free Child）

従順な子供の心（Adapted Child）
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エゴグラムの読みかた
出典：http://www.kojima-y.com/ego/ego03.htm
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イメージのフィードバック

 「自分からみた自分」と「相手からみた自
分」のギャップ
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イメージのフィードバック：パターン１

0

50

100

CP NP A FC AC

自分 相手

 自分からみた自分のほうが高く推移

 まわりに対する自分の存在感が弱い

 目立たない
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イメージのフィードバック：パターン２

0

50

100

CP NP A FC AC

自分 相手

 まわりからみた自分のほうが高く推移

 まわりに対する自分の存在感が強い

 何をやっても目立つ
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イメージのフィードバック：パターン３

0

50

100

CP NP A FC AC

自分 相手

 自分では子ども心よりも親心のほうが強いつもり

 まわりからは「まだまだ子ども」

 任せてもらえない

 おせっかいをやかれる

 干渉される
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イメージのフィードバック：パターン４

0

50

100

CP NP A FC AC

自分 相手

 自分はまだ幼いと思っているのに、責任をともなう役割をま
わりから期待される

10|14

keio university fklab

イメージのフィードバック：パターン５

0

50

100

CP NP A FC AC

自分 相手

 自分ではNPが強い・まわりはCPを認識

 まわりに緊張感をあたえている

 自分ではFCが強い・まわりはACを認識

 従順：我慢を強いられる

 理性に欠ける行動をとったときのまわりのおどろき
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イメージのフィードバック：パターン６

0

50

100

CP NP A FC AC

自分 相手

 自分の厳しさがまわりに伝わらない

 他者から依存される

 遠慮しているつもりでもまわりからはわがままだと受け取られ
る？

 自分が思っているほど理性的な大人心は認められていない

12|14

keio university fklab

イメージのフィードバック：その他のパターン

 「自分からみた自分」と
「相手からみた自分」が重なるケース

 ズレが少ない

 「自分からみた自分」を相手もありのまま
に受け取っている

 重なっていることは良いことか

 戦略的な意味
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イメージのフィードバック

相手からみた自分 自分からみた自分

「相手からみた自分」の受容

いっそう適切な自己表現
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課題１

 まず、きょうの演習をふまえて、「自分か
ら見た自分」と「 人から見た自分 」の
ギャップについて、気づいたことを「日
記」に書く。

文字数は、少なくとも１画面（スクロールなし
で読めるくらい）分

 11月9日 (木) 23:55までに書く

 つぎに（11月10日以降）、誰かの「日記」
に対して、コメント・感想を書く。

 11月12日 (日) 23:55までに書く


